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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
一
号
（
令
和
二
年
三
月
刊
）

新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』
に
お
け
る
「
普
通
文
」
そ
の
2

︱
︱
編
者
作
成
教
材
に
お
け
る
文
体
的
試
み
と
三
土
忠
造
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄
へ
の
改
変
︱
︱

信

　木

　伸

　一

2
、
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』
に
お
け
る
編
者
作
成

教
材
の
文
体
的
実
践

　

自
作
の
教
材
を
収
録
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
教
科
書
「
例
言
」
に
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

毎
文
題
名
の
下
に
、
必
記
者
の
姓
名
又
は
別
號
を
附
記
せ
り
。
然
れ
ど
も

太
平
記
源
平
盛
衰
記
の
如
く
記
者
不
明
な
る
者
は
、
是
に
代
ふ
る
に
書
名

を
以
て
す
。
其
二
つ
の
者
共
に
記
せ
ざ
る
は
、
編
纂
者
及
び
友
人
三
宅
米

吉
氏
の
文
な
り
。

　

右
に
あ
る
「
記
者
」
も
「
書
名
」
も
「
記
せ
ざ
る
」
を
、
こ
こ
で
は
編
者
作

成
教
材
と
し
て
扱
う
。
編
者
作
成
教
材
に
は
、
巻
一
に
「
藤
樹
先
生
」・「
鎌

倉
」・「
太
平
洋
の
航
海
」・「
望
遠
鏡
の
發
明
」・「
英
國
歴
遊
」・「
高
田
屋
嘉
兵

衛
」・「
須
磨
」・「
動
物
の
色
澤
」、
巻
二
に
「
熱
海
」・「
有
馬
」・「
詩
仙
堂
」・

「
化
學
試
験
を
奏
覧
す
る
解
説
」、
巻
四
に
「
孟
子
」・「
松
嶋
」
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
、「
鎌
倉
」、「
須
磨
」、「
松
嶋
」
は
、
後
の
教
科
書
に
お
い
て
、
新
保
磐
次

著
と
し
て
教
材
に
採
ら
れ
て
い
る＊₃
。

1
、
本
稿
の
ね
ら
い

　

本
稿
は
、
明
治
期
の
中
等
教
育
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」
創
出
の

実
践
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
新
保
磐
次＊₁
﹃
中
學
國
文
讀
本
﹄

（
明
治
二
八
、
金
港
堂
）
を
取
り
上
げ
る
報
告
の
続
編
で
あ
る
。

　

先
の
報
告＊₂
で
は
、
教
科
書
編
者
が
作
成
し
た
教
材
の
う
ち
典
拠
が
確
認
で
き

た
「
藤
樹
先
生
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
典
拠
か
ら
の
文
体
的
変
容
を
分
析
し
、

「
普
通
文
」
創
出
の
痕
跡
を
析
出
し
た
。
ま
た
、
新
保
﹃
日
本
普
通
文
如
何
﹄

（
明
治
二
〇
年
六
月
、
金
港
堂
）
に
お
け
る
「
普
通
文
」
論
が
、
教
材
文
の
作
成

に
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
中
等
教
育
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」
実
践
を
分
析
す

る
視
点
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
教
科
書
に
お
け
る
編
者
作
成
教

材
の
文
体
的
な
実
践
の
特
徴
を
析
出
す
る
。

　

ま
た
、
先
の
報
告
で
取
り
上
げ
た
教
材
「
藤
樹
先
生
」
の
本
文
を
改
変
し
て

使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
後
発
の
教
科
書
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
両
者
の
本

文
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
文
体
的
変
容
の
相
を
確
認
す
る
。
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「
望
遠
鏡
の
発
明
」・「
動
物
の
色
澤
」・「
化
學
試
験
を
奏
覧
す
る
解
説
」
は
科

学
分
野
を
話
題
と
し
た
説
明
文
、「
鎌
倉
」・「
太
平
洋
の
航
海
」・「
英
国
歴

遊
」・「
須
磨
」・「
熱
海
」・「
有
馬
」・「
詩
仙
堂
」・「
松
嶋
」
は
情
景
描
写
の
あ

る
紀
行
文
、「
藤
樹
先
生
」・「
高
田
屋
喜
兵
衛
」・「
孟
子
」
は
説
話
的
要
素
の
あ

る
伝
記
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
編
者
作
成
教
材
の
文
体
的
特
色
に
つ
い
て
、
教
材
「
藤
樹
先
生
」
の

典
拠
か
ら
の
文
体
的
変
容
を
取
り
出
し
た
前
回
報
告＊₂
の
結
果
を
基
に
、
以
下

（
₁
）～（
₈
）
の
観
点
で
調
査
を
行
っ
た
。

（
1
）
段
落
の
使
い
方

　

す
べ
て
の
編
者
作
成
教
材
に
お
い
て
、
大
き
く
話
題
の
変
わ
る
と
こ
ろ
で
、

段
落
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
段
落
冒
頭
は
一
文
字
分
下
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

現
代
で
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
期
の
塩
井
正
男
﹃
中
等
国
文
﹄（
明

治
三
〇
年
、
普
通
教
育
出
版
教
科
）
の
よ
う
に
、
段
落
分
け
は
行
っ
て
い
る
も

の
の
、
段
落
冒
頭
の
一
字
下
げ
を
行
わ
な
い
教
科
書
も
あ
る
。

（
2
）
一
文
中
の
句
の
続
け
方

　

先
の
報
告＊₂
で
は
、
教
材
「
藤
樹
先
生
」
に
お
い
て
、
一
文
の
長
さ
に
関
わ
っ

て
、
漢
文
体
・
漢
文
訓
読
体
の
典
拠
か
ら
は
文
を
続
け
る
改
変
を
施
し
、
仮
名

漢
字
交
じ
り
文
の
典
拠
か
ら
は
一
文
を
短
く
切
る
改
変
を
施
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
句
の
続
け
方
の
注
目
す
べ
き
特
徴
は
、
句
末
が
終
止
形
で
あ
る
と

判
断
で
き
る
箇
所
を
、
読
点
で
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
₁
は
、
そ
の
出

現
数
。

　

終
止
形
に
読
点
を
付
す
用
例
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
用
例
中
の

下
線
は
稿
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

藤
樹
先
生
氏
は
中
江
、
名
は
原
、
通
稱
は
與
右
衛
門
と
云
ふ
、
其
の
家
の

前
に
大
い
な
る
藤
あ
り
て
、
屡
其
の
下
に
書
を
講
ぜ
し
を
以
て
門
人
稱
し

て
「
藤
樹
先
生
」
と
云
へ
り
。（「
藤
樹
先
生
」）

右
の
例
で
は
、
主
語
が
変
わ
る
と
こ
ろ
で
文
を
切
る
の
で
は
な
く
、「
藤
樹
先

生
」
の
名
称
に
関
わ
る
内
容
を
記
し
た
部
分
を
一
文
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

「
我
熟
思
す
る
に
曾
て
之
を
汝
等
に
與
ふ
べ
き
理
な
し
、
若
し
理
不
盡
に
取

ら
ん
と
せ
ば
我
は
戰
ふ
あ
る
の
み
。
然
り
と
雖
、
戰
ふ
者
は
必
互
に
名
乗

る
を
禮
と
す
、
我
は
是
近
江
の
人
中
江
與
右
衛
門
な
り
。」（
同
）

右
の
例
で
は
、「
盗
賊
に
金
銭
衣
服
を
与
え
る
つ
も
り
が
な
い
」、「
名
を
名
乗
る

︻
表
₁
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

終
止
形　

、
₄
₁
₁
₄
₅
₂₇
₉
₁₁
₉
₉
₇
₃
₇
₁

※
内
容
か
ら
判
断
し
た
文
種
別
に
配
列
し
た
。
教
材
題
「
化
學
試
験
を
奏
覧

す
る
解
説
」
は
「
化
學
試
験
を
⋮
」
と
略
記
。
以
下
の
表
で
も
同
じ
。「
あ

り
、」
の
よ
う
な
連
用
形
と
終
止
形
が
同
形
の
も
の
の
場
合
、
対
句
に
な
っ

て
い
る
も
の
は
除
い
て
、
和
文
で
は
「
あ
り
て
、」
と
す
べ
き
箇
所
や
漢
文

訓
読
で
は
「
あ
り
。」
と
す
べ
き
箇
所
は
終
止
形
と
し
て
扱
っ
た
。
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の
が
道
理
で
あ
る
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
ま
と
ま
り
で
一
文
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
文
法
的
に
終
止
形
の
箇
所
を
文
末
と
す
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
内
容
の
ま
と
ま
り
で
句
点
を
付
け
て
一
文
と
す
る
と
い
う
方
針
で
書
か
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
句
点
の
付
け
方
を
し
た
箇
所
は
、
次
章

で
取
り
上
げ
る
三
土
忠
造
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄
に
同
教
材
が
採
録
さ
れ
る
際
に

は
、
読
点
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
読
点
の
付
け
方
に
お
い
て
も
、
同
様
の
方
針
が
見
ら
れ
る
。

大
西
洋
は
冬
は
殊
に
浪
荒
ら
く
し
て
、
余
が
乗
り
た
る
船
は
巨
大
な
り
し

も
動
揺
甚
し
か
り
け
れ
ば
、
余
は
甲
板
に
出
づ
る
こ
と
能
は
ず
常
に
室
内

に
臥
し
居
た
り
き
。（「
英
国
歴
遊
」）

右
の
例
で
は
、「
ず
」
の
後
に
読
点
を
打
っ
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
大
西
洋
」、「
船
」、「
余
」
と
い
う
三
つ
の
主
題
で

構
成
さ
れ
た
文
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
句
読
点
の
付
け
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
一
つ
の
文
体
的
試
み

で
あ
っ
た
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

（
3
）
動
作
の
主
体
や
主
題
の
示
し
方

　

新
保
﹃
日
本
普
通
文
如
何
﹄「（
三
）
文
法
ヲ
正
ス
ク
ス
ル
コ
ト
」
に
は
、
必

要
な
主
語
を
省
略
し
な
い
こ
と
で
文
意
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
実
践
の
形
を
確
認
し
た
。
表
₂
は
、
動
作
の
主
体
や
主
題
に
、
助
詞

を
付
け
な
い
例
、
係
助
詞
「
は
」
を
付
け
る
例
、
格
助
詞
「
が
」
や
「
の
」
を

付
け
る
例
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
現
数
で
あ
る
。

　

主
語
や
主
題
と
な
る
主
体
の
み
が
示
さ
れ
て
助
詞
を
付
け
な
い
例
が
、
優
勢

で
あ
る
。
主
語
の
み
で
助
詞
を
付
け
な
い
の
は
、
和
文
的
な
用
法
で
あ
る
と
言

え
る
か
。

　

係
助
詞
「
は
」
が
付
く
例
が
、
次
に
優
勢
で
あ
る
。

　

格
助
詞
「
の
」
が
付
く
例
は
、
名
詞
節
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

偶
ま
鯨
の
潮
吹
く
を
遙
か
に
見
る
こ
と
あ
り
、
或
は
海
豚
の
船
に
驚
か

さ
れ
て
群
れ
つ
ゝ
波
の
上
に
飛
上
が
り
躍
出
で
つ
ゝ
逃
げ
行
く
を
見
る
こ

と
も
あ
り
、（「
太
平
洋
の
航
海
」）

こ
は
聖
武
天
皇
の
創
建
し
給
ひ
し
東
國
總
国
分
寺
の
跡
に
し
て
（「
鎌
倉
」）

　

格
助
詞
「
が
」
が
付
く
例
も
、
名
詞
節
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

︻
表
₂
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

主　

助
詞
無
₃

₃
₈
₃
₁₀
₇
₁₀
₈
₁₂
₄
₄₇
₇₉
₇

主
＋
は

₃
₂

₁₆

₁

₄
₃
₉
₆
₂

主
＋
の

₂
₁

₃

₃

₁

₃
₃
₁

主
＋
が

₁
₁
₁

₂

₁
₁
₂
₄
₄

※
対
象
と
す
る
動
作
の
主
体
や
主
題
に
は
、
国
家
や
政
府
は
含
め
た
が
、
地

名
・
物
名
及
び
「
或
は
」
や
「
に
は
」
等
の
他
語
と
連
結
し
た
も
の
は
除

い
た
。
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孟
子
の
斯
く
尊
き
人
と
な
り
し
は
、
専
ら
其
の
母
が
子
の
爲
め
に
交
は
り

を
擇
び
、
怠
り
を
戒
め
し
に
由
り
、
又
孟
子
が
よ
く
母
の
訓
戒
に
從
ひ
て

違
は
ざ
り
し
に
由
れ
り
。（「
孟
子
」）

（
4
）
会
話
部
の
示
し
方

　

表
₃
は
、
会
話
部
「
」
の
前
後
の
表
現
パ
タ
ー
ン
別
の
出
現
数
で
あ
る
。

　
「
曰
く
「
⋮
」」
は
漢
文
訓
読
的
で
、
使
用
が
説
話
的
要
素
の
あ
る
伝
記
の
文

章
に
限
ら
れ
て
い
る
。「
云
ふ
、「
⋮
」」
に
は
、「
い
ふ
や
う
「
⋮
」」
も
含
ん
で

お
り
、
和
文
的
表
現
で
あ
る
。「「
⋮
」
と
い
ふ
」
の
使
用
は
、
口
語
文
に
近
付

く
こ
と
に
な
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
出
現
数
は
「
云
ふ
、「
⋮
」」
と
同
程

度
で
あ
る
。

（
5
）
接
続
の
表
現

　

表
₄
は
、
接
続
表
現
別
の
出
現
数
で
あ
る
。

　

漢
文
訓
読
で
使
わ
れ
る
「
而
し
て
」
も
、
和
文
で
使
わ
れ
る
「
や
が
て
」
も

共
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

平
仮
名
表
記
の
「
す
な
は
ち
」
の
例
は
な
い
。

　
「
夜
は
則
ち
燈
に
對
し
て
書
を
讀
む
こ
と
怠
ら
ず
」（「
藤
樹
先
生
」）、「
此
の

液
即
ち
變
化
を
呈
し
て
」（
化
學
試
験
を
奏
覧
す
る
解
説
）、「
實
業
を
爲
す
者
乃

ち
之
を
應
用
し
て
」（
同
）
の
よ
う
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
加
之
」（
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
）
は
、
漢
文
訓
読
の
表
現
で
あ
る
。

︻
表
₃
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

曰
く
「

₈
₁₂

云
ふ
「

₁
₂
₁

₂
₁
₁

」
と
云
ふ

₁
₁

₁

₁
₁
₃
₁

※「
曰
く
」
を
「
曰
は
く
」、「
云
ふ
」
を
「
言
ふ
」・「
謂
ふ
」・「
い
ふ
」
等
、

表
記
の
違
い
が
あ
っ
て
も
同
一
表
現
と
し
て
扱
っ
た
。

︻
表
₄
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

而
し
て

₂

₂
₁

₁

₂
₃

す
な
は
ち

即
ち

₄

₁
₁

₃
₁
₂

₁

乃
ち

₁

₃
₅

則
ち

₁

₂

加
之

₁
₁

₂
₁

や
が
て

₁
₁

₁
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（
6
）
漢
文
句
法
の
訓
読
表
現

　

表
₅
は
、
漢
文
句
法
の
出
現
数
で
あ
る
。

　
「
～
ん
と
欲
す
」、「
未
だ
～
ず
」、「
況
や
～
を
や
」、「
豈
に
～
や
」、「
将
に
～

と
す
」、「
應
に
～
べ
し
」、「
～
を
し
て
～
し
む
」
と
い
っ
た
漢
文
句
法
の
訓
読

表
現
が
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
過
去
・
完
了
の
助
動
詞
の
使
用

　

表
₆
は
、
過
去
お
よ
び
完
了
の
助
動
詞
の
出
現
数
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
文
章
で
過
去
や
完
了
の
助
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
助
動
詞
が
意
味
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

新
保
﹃
日
本
普
通
文
如
何
﹄「（
三
）
文
法
ヲ
正
ス
ク
ス
ル
コ
ト
」
に
は
、
瞬

間
の
現
在
「
鳥
啼
ク
」・
永
続
の
現
在
「
鳥
啼
ケ
リ
」・
真
の
過
去
「
鳥
啼
キ
キ
」

等
を
区
別
す
る
時
限
を
表
す
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
精
確

に
伝
達
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
実
践
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
敬
語
の
使
用

　

表
₇
は
、
敬
語
の
出
現
数
で
あ
る
。

　

敬
語
の
使
用
の
有
無
は
、
文
章
内
容
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
尊
敬
語
・
謙

譲
語
・
丁
寧
語
が
い
ず
れ
も
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
候
ふ
」
₁
例
は
会
話
文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

敬
語
は
、
全
て
漢
字
表
記
で
あ
る
。

︻
表
₅
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

～
ん
と
欲
す
₁

₁

₂
₃

未
だ
～
ず

₁

₁

₃
₁

況
や
～
を
や

₁

₁

豈
～
や

₁

₃
₂

将
に
～
と
す

₁

應
に
～
べ
し

₁

～
を
し
て
～
し
む

₃

₁

₃

︻
表
₆
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

過
去　

き

₁

₁₄
₂₆
₁₇
₂
₄
₄
₈
₆
₁₉
₁₈
₁₀

過
去　

け
り
₂

₁₇
₂

₃
₂
₁
₃

完
了　

つ

₁
₁
₁

₁

完
了　

ぬ

₇
₃

₁

₅
₅

完
了　

た
り
₂

₂
₁₉
₃₁
₇
₁
₅
₁₂
₃
₅
₁
₁

完
了　

り

₂
₄
₃
₁₂
₃
₁₅
₈
₁₂
₁₂
₅
₆
₁₇
₁₅
₇
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（
9
）
係
り
結
び
の
使
用

　

表
₈
は
、
係
り
結
び
の
出
現
数
で
あ
る
。

　

係
り
結
び
に
つ
い
て
は
、
半
数
以
上
の
教
材
で
使
用
例
が
見
ら
れ
、
和
文
的

な
文
体
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、「
な
む
」
の
使
用
例

は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
10
）
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
表
記

ⅰ
指
示
語
の
表
記

　

表
₉
は
、
指
示
語
の
表
記
別
の
出
現
数
で
あ
る
。

︻
表
₇
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

給
ふ

₂
₂
₁

₁
₂
₅
₁

賜
る

₂
₃

候
ふ

₁

奉
る

₁

︻
表
₈
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

ぞ

₁

₁
₁
₁

な
む

や

₃

₁
₁

₁

か

₁

₁

₁

₂

︻
表
₉
︼

教
材
題

望遠鏡の発明
動物の色澤
化學試験を…
鎌倉
太平洋の航海
英国歴遊
須磨
熱海
有馬
詩仙堂
松島
藤樹先生
高田屋喜兵衛
孟子

文
種

科学
科学
科学
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
紀行
伝記
伝記
伝記

其（
ソ
）の

₆
₇

₆
₁₁
₁₆
₃
₁₂
₈
₁₅
₃
₁₇
₁₉
₅

其（
ソ
ノ
）

₁

其（
ソ
レ
）

₁

此（
コ
）の

₆
₁
₁
₆
₇
₂₁
₆
₂
₅
₄
₄
₅
₃

此（
コ
ノ
）

₁

₁

是（
コ
ノ
）

₁

こ
そ

₃

₁

※「
何
ぞ
」・「
さ
ぞ
な
」、「
斯
く
や
」、「
誰
か
」・「
あ
れ
か
」
及
び
和
歌
の
中

の
も
の
は
含
ま
ず
。
結
び
の
省
略
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。
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「
ソ
ノ
」
は
、「
其
の
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
優
勢
で
、
代
名
詞
「
其
」

（
ソ
）
と
格
助
詞
「
の
」
と
の
区
別
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
平
仮

名
表
記
の
「
そ
の
」
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。「
其
」（
ソ
ノ
）
と
漢
字
一
字
で

表
記
す
る
も
の
は
、「
何
ぞ
其
遠
き
や
」
の
₁
例
の
み
。

　

同
様
に
「
コ
ノ
」
は
、「
此
の
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
優
勢
で
、
代
名
詞

「
此
」（
コ
）
と
格
助
詞
「
の
」
と
の
区
別
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
仮
名
表
記
の
「
こ
の
」
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。「
此
」（
コ
ノ
）
と
漢
字
一

字
で
表
記
さ
れ
る
も
の
は
、「
此
地
」、「
此
街
」
の
₂
例
の
み
。
漢
字
違
い
で

「
是
後
」
が
₁
例
あ
る
。

　
「
ソ
レ
」
は
、「
其
よ
り
」
が
₁
例
の
み
。

　
「
コ
レ
」
は
、「
之
」
も
し
く
は
「
是
」
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
も
の
が
優
勢

で
あ
る
。
平
仮
名
表
記
の
「
こ
れ
」
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
コ
コ
」
は
、「
此
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
優
勢
で
あ
る
。
他
に
「
コ
コ
」

と
読
む
と
考
え
ら
れ
る
例
に
、「
茲
」
と
「
爰
」
が
見
ら
れ
た
。「
是
」
の
漢
字

で
表
記
さ
れ
る
「
コ
コ
」
は
、「
是
に
於
て
」
の
例
の
み
で
、
こ
れ
は
漢
文
訓
読

の
表
現
。
平
仮
名
表
記
の
「
こ
こ
」
は
、「
こ
こ
か
し
こ
」
の
例
の
み
。

　
「
こ
は
」・「
そ
は
」・「
あ
れ
」
は
、
平
仮
名
表
記
の
み
が
見
ら
れ
た
。

　
「
カ
ク
」
は
、「
此
く
」
も
し
く
は
「
斯
く
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
優
勢
で

あ
る
。
平
仮
名
表
記
の
「
か
く
」
は
、「
か
く
て
」
の
₁
例
の
み
。

　

各
指
示
語
共
に
、
平
仮
名
表
記
の
例
は
少
な
い
。

ⅱ
外
来
語
の
表
記

　

外
来
語
の
表
記
は
、
音
に
漢
字
を
当
て
る
も
の
と
片
仮
名
表
記
す
る
も
の
と

が
あ
り
、
一
つ
の
文
章
中
に
両
種
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
漢
字
表

記
は
、「
和
蘭
」・「
亜
米
利
加
」・「
露
國
」
の
よ
う
な
国
名
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
ス
ペ
イ
ン
」「
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
」
は
片
仮
名
表
記
で
あ
る
。「
英
國
」

と
「
イ
ギ
リ
ス
」
は
、
同
一
文
章
内
で
共
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
単
語
と
し
て

区
別
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
亜
米
利
加
大
陸
」
と
表
記
さ
れ
る
一
方
、

「
エ
ウ
ロ
ツ
パ
大
陸
」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
混
在
は
、
漢
字
表
記
す
る
し

か
な
か
っ
た
漢
文
訓
読
体
の
慣
用
を
残
し
つ
つ
カ
ナ
表
記
を
取
り
入
れ
て
い
く

状
況
の
表
れ
と
言
え
、
当
教
科
書
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
他
に
片
仮
名
表

記
に
は
、「
コ
レ
ラ
病
」・「
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
」・「
オ
ゾ
オ
ン
」
等
の
一
般
名
詞
、

「
ロ
ン
ド
ン
」・「
バ
ツ
キ
ン
ガ
ム
宮
」・「
カ
ム
チ
ヤ
ツ
カ
」
等
の
場
所
名
、「
ネ

ル
ソ
ン
」・「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」・「
リ
ゴ
ル
ト
」
等
の
人
名
が
あ
り
、
こ
う
し
た
名

詞
に
漢
字
を
当
て
る
例
は
な
い
。

之（
コ
レ
）

₂
₂
₄
₁

₁₀
₄
₆
₁
₂
₁
₁₂
₆
₂

是（
コ
レ
）

₆
₂
₁
₃
₅
₁₀
₅
₆
₄
₅
₃
₇
₂
₂

此（
コ
コ
）

₂
₁
₁
₁₀
₅

₂

是（
コ
コ
）

₁

₁

茲（
コ
コ
）

₁

₁

爰（
コ
コ
）

₅
₂

₁

こ
こ

₁
₁

そ
は

₁

こ
は

₁
₁
₁

あ
れ

₁
₁

此（
カ
）く

₂
₁

₁

₁
₂

₃
₁
₁

斯（
カ
）く

₁
₂
₁

₁
₁
₁
₁

か
く

₁

※
漢
字
の
読
み
は
、
文
脈
で
判
断
し
た
。
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ⅲ
そ
の
他

　

な
お
、
接
続
助
詞
「
イ
ヘ
ド
モ
」
は
、
漢
字
表
記
の
「
雖
」
の
み
が
使
用
さ

れ
、「
雖
も
」
や
「
い
へ
ど
も
」
の
使
用
は
な
い
。
こ
の
点
、
漢
文
に
近
い
。

3
、
新
保
『
中
學
國
文
讀
本
』「
藤
樹
先
生
」
か
ら
三
土

『
中
學
國
語
讀
本
』「
近
江
聖
人
」
へ

　

三
土
忠
造
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄
に
は
、
新
保
磐
次
著
と
記
さ
れ
て
、
巻
一
に

「
蜜
蜂
」・「
鎌
倉
」、
巻
二
に
「
動
植
物
の
関
係
」・「
須
磨
」、
巻
三
に
「
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
大
發
見 

上
・
中
・
下
」・「
松
嶋
」、
巻
四
に
「
黄
海
の
戰 

上
・
中
・
下
」
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
鎌
倉
」、「
須
磨
」、「
松
嶋
」
が
新
保
﹃
中
學

國
文
讀
本
﹄
所
収
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
三
宅
米
吉
著
と
記
さ
れ
て
、
巻
一

に
「
太
平
洋
の
航
海 

上
・
下
」・「
ス
エ
ズ
運
河 

上
・
下
」、
巻
二
に
「
ナ
ポ
レ
オ

ン 

上
・
下
」、
巻
四
に
「
奈
良
時
代
の
遺
物
の
二
三
」
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
太

平
洋
の
航
海
」
が
新
保
﹃
中
學
國
文
讀
本
﹄
所
収
で
あ
る
。

　

右
の
も
の
と
は
別
に
、
三
土
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄
の
教
材
「
近
江
聖
人
」
は
、

著
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
新
保
﹃
中
學
國
文
讀
本
﹄
所
収
の

編
者
作
成
教
材
「
藤
樹
先
生
」
と
本
文
が
非
常
に
近
似
し
て
お
り
、
新
保
の
教

材
文
を
下
敷
き
に
改
変
を
施
し
た
と
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

新
保
﹃
中
學
國
文
讀
本
﹄「
藤
樹
先
生
」
か
ら
三
土
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄「
近

江
聖
人
」
へ
の
文
体
及
び
表
記
上
の
改
変
点
は
、
以
下
の
通
り
（［
］↓［
］
は
、

新
保
「
藤
樹
先
生
」
か
ら
三
土
「
近
江
聖
人
」
へ
の
改
変
例
。
例
数
の
表
記
が

な
い
も
の
は
₁
例
）。

ａ　

漢
文
の
書
き
下
し
文
へ
の
書
き
換
え
（
₂
例
）

ｂ　

漢
文
訓
読
表
現
［
に
於
て
］、［
然
り
と
雖
］、［
則
ち
］、［
曰
は
く
］（
₂

例
）
の
削
除

ｃ　

漢
文
訓
読
体
の
表
現
か
ら
和
文
体
の
表
現
へ
の
改
変

・［
曰
は
く
「
～
」］↓［「
～
」
と
問
へ
ば
］

・［
辭
し
て
而
し
て
］↓［
や
が
て
辭
し
て
］

・［
に
於
て
］↓［
の
た
め
に
］

・［
未
だ
十
歳
に
滿
た
ず
、
～
早
く
已
に
］↓［
幼
少
の
時
よ
り
］

・
字
音
表
現
か
ら
和
訓
表
現
へ
。［
平
生
］↓［
常
に
］、［
喪
し
］↓［
失
ひ
］、

［
熟
思
す
る
］↓［
熟
ら
思
ふ
］

・
和
文
体
の
接
続
表
現
へ
。［
多
し
と
雖
］↓［
多
け
れ
ど
も
］、［
と
］↓［
と

て
］、［
に
］↓［
に
て
］

・
副
助
詞
「
さ
へ
」
の
使
用
。［
兼
ね
て
～
に
］↓［
～
に
さ
へ
］

　

こ
れ
ら
は
、
結
果
と
し
て
、
よ
り
口
語
に
近
い
、
平
易
な
表
現
に
な
っ
た

と
言
え
る
。

ｄ　

助
詞
の
使
用
法
の
改
変

・
連
体
形
に
続
く
格
助
詞
「
の
」
の
不
使
用
。［
避
く
る
の
法
］↓［
避
く
る

法
］

・
係
助
詞
「
は
」
の
挿
入
。［
藤
樹
幼
き
よ
り
］↓［
先
生
は
幼
き
よ
り
］

・
接
続
助
詞
「
て
」
の
挿
入
。［
相
會
し
］↓［
相
會
し
て
］

・
連
体
修
飾
格
の
格
助
詞
「
が
」
か
ら
係
助
詞
「
は
」
へ
。［
彼
が
勉
強
倦

ま
ざ
る
を
以
て
］↓［
彼
れ
は
勉
強
し
て
倦
ま
ざ
る
を
以
つ
て
］

ｅ　

和
文
体
の
表
現
か
ら
漢
文
訓
読
体
の
表
現
へ
の
改
変

・
二
重
否
定
の
使
用
。［
と
せ
り
］↓［
と
せ
ざ
る
は
な
か
り
き
］

・
対
等
中
止
法
の
不
使
用
。［
説
く
に
、
～
と
な
り
き
と
］↓［
説
き
し
に
、
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～
と
な
り
き
］

ｆ　

文
と
文
を
つ
な
い
で
、
一
文
に
す
る
。（
₃
例
）

・［（
終
止
形
）。
斯
く
て
後
］↓［（
連
用
形
）、］

・［
請
ふ
。］↓［
請
ひ
し
に
、］

・［
葬
り
ね
。］↓［
葬
り
し
が
、］

　

い
ず
れ
も
語
句
や
接
続
助
詞
の
追
加
を
伴
っ
て
い
る
。

ｇ　

文
を
切
っ
て
、
二
文
に
す
る
。（
₁₄
例
）

・
終
助
詞
の
後
。［
況
や
～
を
や
、］↓［
況
や
～
を
や
。］

・
終
止
形
の
後
。［
難
し
、］↓［
難
し
。］、［
な
し
、］↓［
な
し
。］、［
～
と

す
、］↓［
～
と
す
。］

　

右
は
、
文
法
的
に
文
末
と
す
べ
き
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
。

・
連
用
形
と
終
止
形
が
同
型
の
場
合
で
、
文
を
切
る
も
の
。［
り
、］↓

［
り
。］、［
な
り
、］↓［
な
り
。］、［
ず
、］↓［
ず
。］（
₃
例
）、［
あ
り
、］

↓［
あ
り
。］（
₂
例
）、［
然
り
、］↓［
然
り
。］

・
体
言
止
め
と
し
た
も
の
。［
名
詞
、］↓［
名
詞
。］

・
会
話
部
の
前
で
文
を
切
る
も
の
。［
謂
ふ
、「
～
］↓［
謂
ふ
。「
～
］

　

こ
れ
ら
は
、
主
語
や
主
題
が
変
わ
る
箇
所
で
、
文
を
切
る
こ
と
で
、
情
報

を
整
理
し
て
分
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。

ｈ　

改
段
落

ｉ　

句
点
の
削
除

　

引
用
部
末
、［
。」］↓［
」］

ｊ　

句
点
の
追
加

　

倒
置
部
の
句
末
、［
圖
ら
ざ
り
き
～
と
は
。］↓［
圖
ら
ざ
り
き
。
～
と
は
。］

ｋ　

読
点
の
削
除

　

動
詞
連
用
形
の
後

ｌ　

読
点
の
追
加

・
係
助
詞
「
は
」
の
後
（
₅
例
）

・
主
題
部
の
名
詞
の
後
（
₈
例
）

・「
時
、」
や
「
後
、」
等
、
時
間
に
関
連
し
た
名
詞
の
後
（
₂
例
）

・
動
詞
の
連
用
形
の
後
（
₃
例
）

・
格
助
詞
「
よ
り
」
の
後

・
接
続
助
詞
「
て
」
の
後
（
₂₀
例
）、「
し
て
」
の
後
（
₃
例
）、「
に
」
の

後
（
₃
例
）、「
ば
」
の
後
（
₄
例
）

・
接
続
詞
「
然
れ
ど
も
」
の
後
、「
雖
も
」
の
後

ｍ　

送
り
仮
名
の
削
除

・
動
詞
の
送
り
仮
名
を
活
用
語
尾
だ
け
に
送
る
。［
中
た
る
］↓［
中
る
］

（
₅
例
）、［
果
た
さ
ず
］↓［
果
さ
ず
］、［
果
た
し
］↓［
果
し
］、［
管
か

り
］↓［
管
り
］、［
卑
し
み
］↓［
卑
み
］

・
ク
語
法
は
接
尾
辞
だ
け
送
る
。［
曰
は
く
］↓［
曰
く
］

・
名
詞
に
は
送
ら
な
い
。［
爲
め
に
］↓［
爲
に
］、
名
詞
［
志
し
］↓［
志
］、

［
教
へ
］↓［
教
］

ｎ　

送
り
仮
名
の
追
加

・
接
続
助
詞
［
雖
も
］（
₂
例
）

・
代
名
詞
［
我
れ
］（
₂
例
）、［
吾
れ
］、［
彼
れ
］、［
是
れ
］（
₅
例
）、

［
之
れ
］（
₃
例
）

・
副
詞
［
且
つ
］、［
必
ず
］（
₂
例
）

・
連
語
［
以
て
］↓［
以
つ
て
］（
₃
例
）

ｏ　

平
仮
名
表
記
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・
代
名
詞
［
之
］↓［
こ
れ
］（
₆
例
）

・
動
詞
［
在
り
］↓［
あ
り
］、［
立
ち
］↓［
た
ち
］

ｐ　

踊
り
字
の
不
使
用

［
て
ゝ
］↓［
て
て
］、［
ば
ゝ
］↓［
ば
ば
］

ｑ　

引
用
符
「
」
の
削
除
（
₃
例
）

ｒ　

会
話
文
中
の
引
用
符
変
更
﹃
﹄
↓
「
」（
₂
例
）

　

全
体
の
傾
向
と
し
て
、
簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
文
を
作
る
た
め
の
改
変
が
な

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
結
果
、
漢
文
訓
読
体
の
要
素
が
減
じ
、
和
文
体
の
要

素
が
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
文
化
が
₃
例
に
対
し
て
、
二
文
化
が
₁₄
例

あ
る
な
ど
、
一
文
の
長
さ
は
、
短
く
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
句
読
点

や
送
り
仮
名
の
使
用
法
、「
こ
れ
」
の
平
仮
名
表
記
、
踊
り
字
の
不
使
用
等
、
表

記
に
か
か
わ
る
改
変
は
、
い
わ
ば
文
章
表
記
の
規
範
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
試

み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
保
の
「
藤
樹
先
生
」
は
、
近
世
の
言
語
文
化
を
基
盤
に
改
変
を
施
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
三
土
の
「
近
江
聖
人
」
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
基
と
し
な
が
ら
、

簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
「
普
通
文
」
へ
の
改
良
を
試
み
た
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
三
土
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄
で
は
、
新
保
磐
次
著
と
記
さ
れ
て
い
る

「
鎌
倉
」、「
須
磨
」、「
松
嶋
」
に
お
い
て
、
次
の
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、

「
鎌
倉
」
は
抄
出
、「
須
磨
」
に
は
句
読
点
が
全
く
無
く
、「
鎌
倉
」・「
松
嶋
」
は

一
部
表
現
が
簡
略
化
さ
れ
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。

○
改
段
落

○
読
点
の
追
加

○
読
点
か
ら
句
点
へ
の
変
更

○
名
詞
を
並
べ
る
区
切
り
を
、
読
点
か
ら
中
点
に

○
送
り
仮
名
の
削
除

・
動
詞
の
送
り
仮
名
を
活
用
語
尾
だ
け
に　

※［
観
せ
し
む
］↓［
観
し
む
］

は
、
活
用
語
尾
も
削
除
。

・
副
詞
の
送
り
仮
名
削
除　
［
蓋
し
］↓［
蓋
］

○
送
り
仮
名
の
追
加

・
連
語　
［
以
て
］↓［
以
つ
て
］、［
於
て
］↓［
於
い
て
］、［
思
合
は
さ
る
］

↓［
思
ひ
合
さ
る
］

・
代
名
詞　
［
是
れ
］、［
此
こ
］、［
之
れ
］

○
平
仮
名
表
記

・
代
名
詞
［
之
］↓［
こ
れ
］、［
此
］↓［
こ
こ
］、［
是
］↓［
こ
れ
］

・
名
詞
［
者
］↓［
も
の
］、［
後
］↓［
う
し
ろ
］、［
盬
竈
］↓［
し
ほ
が
ま
］

・
動
詞
［
在
り
］↓［
あ
り
］

○
漢
字
や
活
用
の
変
更

・［
初
め
て
］↓［
始
め
て
］、［
過
ぎ
る
］↓［
過
ぐ
る
］

○
係
り
助
詞
「
は
」
の
削
除

○
格
助
詞
の
追
加
。

・［
～
と
～
の
］↓［
～
と
～
と
の
］

○
地
名
の
呼
称
等
、
情
報
の
内
容
の
訂
正

　

表
記
を
中
心
に
、
編
者
の
規
範
に
よ
る
「
訂
正
」
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
な
編
者
作
成
教
材
に
お
け
る
文
体
的
特
徴
は
、
近
代
の
「
普
通
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文
」
実
践
の
一
つ
の
局
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
漢
文
訓
読
体
を
基
盤
と
し
な

が
ら
、
和
文
体
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
相
が
見
て
取
れ
た
。
こ
れ
は
、
既

存
の
言
語
文
化
を
資
源
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
組
み
合
わ
せ
た
り
変
形
し
た

り
す
る
作
業
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
新
し
い
時
代
の
文
体
創
造
は
、
テ
ク
ス

ト
と
い
う
も
の
が
原
理
的
に
引
用
の
織
物
で
あ
る
よ
う
に
、
先
行
す
る
文
体
の

組
み
合
わ
せ
と
変
形
と
し
て
あ
る
。

　

明
治
期
の
読
本
教
科
書
が
目
指
し
た
「
普
通
文
」
の
拡
が
り
や
変
容
を
捉
え

る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
今
回
抽
出
し
た
新
保
教
材
に
お
け
る
文
体

的
な
特
徴
を
基
に
し
な
が
ら
観
点
を
設
定
し
、
明
治
期
の
中
学
校
教
科
書
編
者

の
作
成
し
た
教
材
群
を
分
析
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
注
】

＊
₁　

新
保
磐
次
は
、「
い
ら
つ
め
」
同
人
の
言
文
一
致
運
動
に
関
わ
り
、
明
治

二
〇
年
に
﹃
日
本
普
通
文
如
何
﹄（
金
港
堂
）
を
出
版
。
明
治
一
九
年
に
東

京
高
等
師
範
学
校
の
教
員
と
し
て
採
用
。
教
科
書
で
は
、
明
治
一
九
年
に

談
話
体
採
用
の
小
学
校
用
﹃
日
本
読
本
﹄（
金
港
堂
）
の
初
歩
第
一
及
び
初

歩
第
二
を
出
版
、
明
治
二
八
年
に
﹃
中
學
國
文
讀
本
﹄（
金
港
堂
）
を
出
版
。

＊
₂　

信
木
伸
一
「
新
保
磐
次
﹃
中
學
國
文
讀
本
﹄
に
お
け
る
「
普
通
文
」︱
教

材
「
藤
樹
先
生
」
の
典
拠
か
ら
の
文
体
的
変
容
︱
」（﹃
国
語
教
育
研
究　

第
六
〇
号
﹄
広
島
大
学
国
語
教
育
会
、
二
〇
一
九
年
）

＊
₃　

当
該
教
材
を
、
新
保
磐
次
著
と
し
て
採
録
し
て
い
る
も
の
は
以
下
の
通

り
。

「
鎌
倉
」⋮
三
土
忠
造
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄（
明
治
三
四
年
、
金
港
堂
）。

「
須
磨
」⋮
三
土
忠
造
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄（
明
治
三
四
年
、
金
港
堂
）、
小

山
左
文
二
・
内
藤
慶
助
﹃
新
撰
國
文
讀
本
﹄（
明
治
三
六
年
、
松
邑
三

松
堂
）、
関
根
正
直
﹃
新
選
中
學
國
文
讀
本
﹄（
明
治
三
七
年
、
育
英

舎
）、
三
土
忠
造
﹃
訂
正
中
學
國
語
讀
本
﹄（
明
治
三
九
年
、
金
港
堂
）、

関
根
正
直
・
深
井
鑑
一
郎
﹃
中
等
國
語
定
本
﹄（
大
正
元
年
、
寶
文

館
）、
保
科
孝
一
﹃
新
編
国
文
読
本
﹄（
昭
和
六
年
、
光
風
館
）。
吉
田

弥
平
他
﹃
女
子
国
語
読
本
﹄（
明
治
三
五
年
、
金
港
堂
）、
明
治
書
院

編
輯
部
﹃
高
等
女
子
読
本
﹄（
明
治
三
五
年
、
明
治
書
院
）、
坂
正
臣

﹃
女
子
教
科
国
語
読
本
﹄（
明
治
三
五
年
、
水
野
書
院
）、
元
々
堂
書
房

﹃
高
等
女
学
校
用
国
語
読
本
﹄（
元
々
堂
、
明
治
三
六
年
）、
関
根
正

直
・
古
谷
知
新
﹃
女
子
国
文
教
科
書
﹄（
明
治
四
四
年
、
宝
文
館
）、

佐
々
政
一
﹃
女
子
国
文
教
科
書
﹄（
明
治
四
四
年
、
光
風
館
）。

「
松
嶋
」⋮
三
土
忠
造
﹃
中
學
國
語
讀
本
﹄（
明
治
三
四
年
、
金
港
堂
）、
池

邊
義
象
﹃
新
撰
中
學
讀
本
」（
明
治
四
三
年
、
啓
成
社
）。
元
々
堂
書

房
﹃
高
等
女
学
校
用
国
語
読
本
﹄（
元
々
堂
、
明
治
三
六
年
）。

（
尾
道
市
立
大
学
）




